
 

 ９／３（土）の行事 
 

 
 
 

                             報道発表資料の配付日時  8月29日（月）    
 

発 表 項 目 
 

（行 事 名 ） 

 秋のヒグマ注意特別期間に係る普及啓発について 

概 要 

 道では、ヒグマによる人身被害を防止するため、過去に被害が特に多く発
生している春と秋に、北海道ヒグマ注意報等発出実施要領に基づく注意喚起
として、「ヒグマ注意特別期間」を設定し、道民等へのヒグマに対する注意
喚起に努めているところです。 

本年もキノコ採りやハイキングなどで山野に出かける機会が多くなる季節
を迎えるに当たり、ヒグマに対する注意を喚起するため、「令和４年秋のヒ
グマ注意特別期間」を設定します。 

 また本年は十勝総合振興局の新たな取り組みとして、期間の初日に広報車
でのヒグマ人身事故防止に係る呼びかけ及び十勝管内の各施設での普及啓発
活動を行います。 

記 

ヒグマ注意特別期間  

令和４年（2022年）９月 3日（土）～１０月３１日（月） 

活動日 

 令和４年（2022年）９月 3日（土） 秋のヒグマ注意特別期間初日 

時 間 

① 帯広市内等広報車普及啓発 9：００～1０：３０ 

② 集客施設における普及啓発イベント 

(1) １０：３０～１１：３０ ジョイフルエーケー帯広店 

(2) １２：００～１３：３０ 道の駅 ガーデンスパ十勝川温泉 

(3) １４：００～１５：００ 道の駅 おとふけ なつぞらのふる里  

 

以上 

 
参 考  別紙「参考資料」を参照願います。 

報道(取材) 
に当 たって 
の お 願 い 

 取材に当たってはマスクの着用など新型コロナウイルス感染症防止にご協力を 

お願いします。 

他 のクラブ 
と の 関 係 

 同 時 配 付 
 同 時 レ ク 
 記 者 レ ク 

 

そ の 他 
 

担     当 
（連 絡 先 ） 

 北海道十勝総合振興局保健環境部環境生活課 （担当：梅谷・村上（秀）） 
                                   ＴＥＬ0155－26－9028（直通） 
                                   

 

 



秋のヒグマ注意特別期間に係る普及啓発について 

 

北海道十勝総合振興局 

保健環境部環境生活課 

 

■趣旨 

 札幌市都市部をはじめ、全道各地でヒグマの出没が多発するとともに、令和３年度には、過去

最多となる人身事故が発生、滝上町では道外からお越しの方がお亡くなりになるなど、人とヒグ

マとのあつれきが増加している。 

ヒグマ人身事故を防止するためには、人間側がヒグマの生態を正しく知り、適切な対応をとる

ことが極めて重要であることから、道では様々な手法により道民や来道者に向けた普及啓発の取

組を一層強化推進しており、毎年９月上旬から 10 月末までを秋のヒグマ注意特別期間とし、関

係機関と連携して周知啓発に努めているところ、今年度から十勝総合振興局の新たな取り組みと

して、広報車での管内周知啓発及び登山客や観光客等が多く利用すると想定される施設でのヒグ

マ注意喚起を行う。 

 

■実施概要 

実 施 日 令和４年（2022 年）９月 3 日（土） 秋のヒグマ注意特別期間初日 

 

時  間 １０時 30 分～1５時００分 

 

実施場所 ①１０時３０分～１１時３０分 ジョイフルエーケー帯広店 ﾍﾟｯﾄﾜｰﾙﾄﾞ側駐車場 

      （啓発予定時間：１０時４５分～１１時３０分） 

②１２時００分～１３時３０分 道の駅 ガーデンスパ十勝川温泉 入口付近 

 （啓発予定時間：１２時１５分～１３時３０分） 

③１４時００分～１５時００分 道の駅 おとふけ なつぞらのふる里 入口付近 

 （啓発予定時間：１４時１５分～１５時００分） 

   

実施内容 次のとおり予定 

① ヒグマ注意喚起に係る啓発用のぼり（４本程度）設置 

② ヒグマ啓発用チラシ（黄色のリーフレット等）を配布 

③ 付近に公用車を駐車し、パトライト点灯、スピーカーから 

ヒグマ注意喚起に関するテープ音声による啓発実施 

 

 

対応人員 北海道十勝総合振興局環境生活課 自然環境係 ２～3 人、環境生活課長 







人身被害は春と秋に多く発生

北海道環境生活部自然環境局野生動物対策課ヒグマ対策室

被害の2/3は山菜・キノコ採りで発生

秋のヒグマ注意特別期間
9月３日（土）～10月31日（月）令和４年

発生月別のヒグマによる人身被害者数
（平成元年度～令和４年７月末 狩猟者が被害者の事例を除く）

被害発生時の被害者の活動
（平成元年度～令和４年７月末 狩猟者が被害者の事例を除く）
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